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1． はじめに	
 
	
 カーナビゲーションシステムに代表されるように，最

短距離や最短時間で移動可能な経路の推薦手法は多く開

発されている．近年の研究では，効率だけでなく景観な

どを考慮した娯楽性の高いドライブ目的の経路を推薦す

る手法が提案されている[1],[4]．河野ら[2]は，経路の景観情

報をWeb から収集することにより，景観を考慮した経路
推薦を実現している．佐々木ら[3]は，よく利用される経

路には道路形状に現れない付加価値があるとし，複数の

ドライバーの走行経路の中から最も利用されている経路

を推薦する手法を提案した．しかし，前者の手法では，

景観のみを考慮しており，自動二輪車ユーザの多くが重

視する走り心地を考慮していない．また，後者の手法で

は，どのユーザに対しても利用される頻度の高い経路の

推薦しかできず，例えば「人通りが少ない道」のように

個人に特化した嗜好を反映する経路推薦を行うことがで

きない．そこで本研究では，ユーザの嗜好を反映し走行

中の走り心地を考慮する経路の推薦を目的とした，嗜好

データを反映するための走行データ収集インタフェース

の構築を行う．同時に，本システムをユーザ間の情報共

有の場として，自動二輪車ユーザに特化したサービスを

提供するためのプラットフォームの形成を目的としたイ

ンタフェースの構築を行う． 
	
 

2． 提案手法	
 
2．1	
 提案システムの概要	
 
図 1に本研究で提案するシステム構成の概要を示す． 

本システムはスマートフォンアプリケーションを使用し

たユーザデータの入力，嗜好パターンの分析，目的地へ

の経路推薦という 3 つのフェーズによって構成されてい
る．まず，入力としてユーザは初期設定，走行データ，

主観評価の値をスマートフォン上で入力する．次に，入

力されたデータを基にユーザの嗜好パターンを分析する．

ここで分析された嗜好パターンに基づき，ユーザの入力

した目的地までの経路推薦を行うという流れでシステム

を構成する． 

	
 図 1 に示す 3 つの入力に関して，初期設定では，ユー
ザの持つおおよその嗜好を読み取るために使用する自動

二輪車の車種や排気量，好みの走り方を選択形式で抽出

する．走行データ計測では，走行時に車体にマウントし

たスマートフォンのセンサ値（加速度，角速度，GPS 位

置情報）から求める．そして走行後の主観評価では，走

行した経路の部分ごとの評価を行ってもらう．	
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図 1	
 システム利用時の流れ	
 

	
 ここで経路の部分ごとの評価を行うために，道路ネッ

トワークを構成する最小単位の道路を経路片と呼び，そ

の連なりを経路と定義する．また，それぞれの経路片に

は，その道路の特徴を表現する道路特徴量，走行データ

から得られる走行特徴量，および走り心地を示す経路片

価値を設定する．走り心地を考慮した経路推薦とは，こ

の経路片価値の総和が最大になる経路を推薦することで

ある[5]．	
 

	
 

2．2	
 走行データ収集インタフェース	
 
本システムでは，ユーザの嗜好を反映した経路推薦を

行うために，ユーザと嗜好パターンが似た他のユーザが

走行した経路に対して行った主観評価を用いる．具体的

には，嗜好パターンが似たユーザ同士はあらゆる経路片

に対して同じ評価をすると仮定して，経路片価値を決定

する．これにより，ユーザの嗜好を反映し，走り心地を

考慮する経路推薦が実現できる．ここで用いる主観評価

（評価値，その理由）は，経路片に対して図 2 のような

インタフェースを用いて入力され，サーバに蓄積される．	
 

スマートフォンアプリとして構築したインタフェース

は，大きく以下の 3 つである．走行後の評価入力画面，

走行中の位置情報記録画面，入力された全データの表示

画面である．	
 

	
 評価入力画面では図 2 に示すように，主観評価を行う

際は地図上にユーザが走行した経路に対しポリラインが

表示される．ユーザはこのポリライン上の評価を行いた

い経路に対して始点と終点を選択することで，その間の

経路片全てに一括で評価を行うことができる．評価の際

の入力値としては，その経路の総合評価を 7 段階で選択

することに加え，その理由として当てはまる項目選択の

2点について行う．	
 

位置情報記録画面では，走行を一時停止した際に入力

可能な，ユーザが指定する地点の位置情報を記録するた

めのボタンを配置した（図 3 参照）．この操作は経路の

評価時ではなく，走行データの測定時に行うことが可能

である．本機能は主にツーリングの際，立ち寄った施設
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図 2	
 主観評価を入力するためのインタフェース	
 

	
 

	
 
図 3	
 位置情報取得ボタンの配置（図中左上）	
 

	
 

	
 
図 4	
 取得した位置情報を反映した評価画面	
 

	
 

や景観の良いスポットに対して，その位置情報を記録す

るために使用することを目的として配置した．この機能

によって記録された位置情報は経路の評価時に，図 4 の

ようなアイコンで表示される．表示されたアイコンをタ

ップすることでその地点の景観を表示し，同時にユーザ

のコメントを入力することが可能となる．ここで入力さ

れた情報は経路推薦を行う際に補助的に用いることがで

きる．	
 

例えば，嗜好パターンの似た他のユーザが入力した位

置情報および入力されたコメントを表示することで，実

際にその場を走行せずとも事前に経路の状況を知ること

ができる．それにより，ユーザはより最適な経路選択を

行うことができると考えられる．この機能により，ユー

ザ間の情報共有の場としてのサービスを提供することが

できる．	
 

3	
 実験	
 
	
 以上から，本研究で構築した走行データ収集インタフ

ェースの一つである入力された全データの表示画面を用

いて，実際に入力されたデータがサーバに保存され，正

しく呼び出されユーザにフィードバックできるかを検証

した．	
 

	
 

	
 
図 5	
 走行した経路のログ表示画面	
 

	
 

	
 図 5 に示すように，走行した経路がポリラインで表示

され，インプットされた走行データが反映されているこ

とが確認できた．図中の赤線部のように経路片を選択す

ると，その経路片に入力された走行データ，及び主観評

価が確認できた．	
 	
 

	
 

4．まとめ	
 
以上の入力インタフェースにより入力された情報をサ

ーバで管理し，各ユーザにフィードバックするまでのシ

ステムを構築した．またユーザ間の情報提供の場として

本システムを利用可能とするためのインタフェース構築

行った．今後はこのインタフェースを通して収集された

多数のユーザデータを分析し，嗜好パターンの分類，経

路推薦を行うシステムの構築とその評価を行う．	
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